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rhomboid fossa, Friedrichsche Krankheit等と呼ばれ
る先天性変化の 1症例を報告した．



















































































外傷性肩鎖関節脱臼： 13例F 胸鎖関節脱臼： 2例p






















ている．又当然の事乍ら陳旧例は新鮮例に較べて， 治 動運動を行わせ， i欠いで起立練習を行わせておく．
療その他機能快復にも困難を伴う事が多い事も銘記し 発現した場合には歩行を一応中止させP 湿布等を行
ておくべきである．従って骨折の治療に当つては初療 う．安静を保たせy 次いで再びベットにで自動運動か
者の処置如何が，その予後を大きく左右する事を念頭 らやり直す．
